
①全ての現場において、CCUSを利用する全ての技能者が就業履歴を蓄積する
よう、必要な環境整備や履歴蓄積の促進に取り組むこと。

③全ての技能者について詳細型の技能者登録を行うこと。

②CCUSを利用する技能者が就業履歴を蓄積できるよう、必要な環境整備に
　取り組むこと。

民間工事を含む 全ての建設工事で必要な措置を実施した場合
就業履歴を蓄積するために必要な措置

全ての公共工事で必要な措置を実施した場合

「建設技能者を大切にする企業の自主宣言制度」の宣言
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５点（新設）

31
185

232

2026

建退共の電子申請とCCUSの自動連携が
便利です。

6

260401

令和8年7月1日以降の申請で適用

【CCUSの活用】①又は②は必須。③は技能者を雇用している場合は必須。

就業履歴の自動連携
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